
 

 

令和４年度 第３回 

江別市スポーツ推進審議会 

 
日時：令和５年２月２０日（月）１４時３０分～ 

場所：江別市教育庁舎 １階大会議室 

 

 

- 次 第 - 

 

１ 開会 

２ 教育部長あいさつ 

３ 会長あいさつ 

４ 第７期江別市スポーツ推進計画の策定に係る諮問 

５ 審議事項 

（１）第７期江別市スポーツ推進計画における施策体系（案）について 

６ 報告事項 

（１）令和４年度青少年スポーツ賞・スポーツ奨励賞・教育委員会賞について 

（２）令和５年度スポーツ関係予算について      

７ その他 

８ 閉会 



 



第７期江別市スポーツ推進計画における施策体系（案）について 

 

第７期施策体系案作成にあたっての基本的な考え方 

 

１ 「国」や「北海道」の動向 

令和４年３月に策定された国の「第３期スポーツ基本計画」と令和５年度中に策定

予定である道の「第３期北海道スポーツ推進計画」の動向にも注視しながら策定する

ものとする。 

 

 

２ 「第７次江別市総合計画」との整合性 

第７次江別市総合計画のまちづくり政策分野０７「生涯学習・文化・スポーツ」の

基本方針０３「市民スポーツ活動の充実」との整合を図り、その個別計画としてより

具体的な基本方向と施策項目を設定し、策定するものとする。 

 

 

３ 関連計画等との整合性 

  ・江別市教育大綱 

  ・江別市学校教育基本計画 

  ・江別市社会教育総合計画 

  ・えべつ市民健康づくりプラン２１ 

  ・江別市男女共同参画基本計画 

  ・障がい者支援・えべつ２１プラン 

  ・江別市スポーツ施設長寿命化計画 

  ・江別市公園施設長寿命化計画 

  以上の関連計画等との整合性を図りながら策定するものとする。 
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第２期スポーツ基本計画 第3期スポーツ基本計画
計画期間　（Ｈ２９年度～Ｈ３３年度） 計画期間　（R4年度～R8年度）

第１章　第２期スポーツ基本計画の策定に当たって 第１部　我が国における今後のスポーツ施策の方向性

第１章　社会変化の中で改めて捉える「スポーツの価値」

　スポーツ基本法に基づく第２期スポーツ基本計画は、平成29～34 １．第２期計画の総括的な評価

の５年間における、スポーツ立国の実現を目指す上での重要な指針 （１）スポーツを「する」「みる」「ささえる」スポーツ参画人口の拡大

　第２章で計画の理念を「スポーツの価値」として具体化        と、そのための人材育成・場の充実

　第３章で施策体系を大括り化し（４つの政策目標）、数値目標を８から （２）スポーツを通じた活力があり絆の強い社会の実現

20 に増加。 （３）国際競技力の向上に向けた協力で持続可能な人材育成や環境整備

第２章　中長期的なスポーツ政策の基本方針 （４）クリーンでフェアなスポーツの推進によるスポーツの価値の向上

～スポーツが変える。未来を創る。 Enjoy Sports、 Enjoy Life ～ ２．スポーツ基本計画における「スポーツ」の捉え方

３．新型コロナウイルス感染症の影響と東京大会の開催を通じて再確認さ

１ スポーツで「人生」が変わる！     れた「スポーツの価値」

　スポーツを「する」ことで、スポーツの価値が最大限享受できる。 第２章　中長期的なスポーツ政策の基本方針と第３期計画における

　スポーツを「する｣「みる」｢ささえる」ことでみんながその価値を         「新たな視点」

享受できる。 下記の基本方針は、第３期計画においても踏襲する。

　スポーツを生活の一部とすることで、人生を楽しく健康で生き生きと １ スポーツで「人生」が変わる！

したものにできる。 ２ スポーツで「社会」を変える！

２ スポーツで「社会」を変える！ ３ スポーツで「世界」とつながる！

　スポーツの価値を共有し人々の意識や行動が変わることで、社会の ４ スポーツで「未来」を創る！

発展に寄与できる。 前計画中に生じた社会変化や出来事を踏まえ、国民が「する」「みる」

　スポーツは共生社会や健康長寿社会の実現、経済・地域の活性化に 「ささえる」ことを真に実現できる社会を目指すため、３つの

貢献できる。 「新たな視点」が必要になる。

３ スポーツで「世界」とつながる！ ①スポーツを「つくる／はぐくむ」

　スポーツは「多様性を尊重する世界」「持続可能で逆境に強い世界」 ②「あつまり」、スポーツを「ともに」行い、「つながり」を感じる

「クリーンでフェアな世界」の実現に貢献できる。 ③スポーツに「誰もがアクセス」できる。

４ スポーツで「未来」を創る！ 第２部　今後取り組むべきスポーツ施策と目標

　２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会等を好機 第１章　東京大会のスポーツ・レガシーの継承・発展に向けて、

として、スポーツで人々がつながる国民運動を展開し、オリンピック 　　　特に重点的に取り組むべき施策

ムーブメントやパラリンピックムーブメントを推進。 （１）東京大会の成果を一過性のものとしない持続可能な国際競技力の

　本計画期間においては、「スポーツ参画人口」を拡大し、スポーツ界が    向上

他分野との連携・協働を進め、「一億総スポーツ社会」を実現する。 （２）安全・安心に大規模大会を開催できる運営ノウハウの継承

第３章　今後５年間に総合的かつ計画的に取り組む施策 （３）東京大会を契機とした共生社会の実現、多様な主体によるスポーツ

１ スポーツを「する」「みる」「ささえる」スポーツ参画人口の拡大と    参画の推進

そのための人材育成・場の充実 （４）東京大会で高まった地域住民等のスポーツへの関心をいかした地方

（１）スポーツ参画人口の拡大    創生、まちづくり

　　① 若年期から高齢期までライフステージに応じたスポーツ活動の （５）東京大会に向けて培われた官民ネットワーク等を活用したスポーツ

　　推進    を通じた国際交流・協力

　　② 学校体育をはじめ子供のスポーツ機会の充実による運動習慣の （６）東京大会の開催時に生じたスポーツに関わる者の心身の安全・安心

      確保と体力の向上    確保に関する課題を踏まえた取組の実施

　　③ ビジネスパーソン、女性、障害者のスポーツ実施率の向上と、 第２章　「新たな３つの視点」を支える具体的な施策

　　これまでスポーツに関わってこなかった人へのはたらきかけ １．スポーツを「つくる／はぐくむ」

（２）スポーツ環境の基盤となる「人材」と「場」の充実 （１）多様な主体が参画できるスポーツの機会創出

　　① スポーツに関わる多様な人材の育成と活躍の場の確保 （２）自主性・自律性を養う指導ができるスポーツ指導者の育成

　　② 総合型地域スポーツクラブの質的充実 （３）スポーツ界におけるＤＸの導入

　　③ スポーツ施設やオープンスペース等のスポーツに親しむ場の確保 2「あつまり」、スポーツを「ともに」行い、「つながり」を感じる。

　　④ 大学スポーツの振興 （１）スポーツを通じた共生社会の実現

（２）スポーツ団体のガバナンス・経営力強化、関係団体等の連携・協力

２ スポーツを通じた活力があり絆の強い社会の実現    を通じた我が国のスポーツ体制の強化

（１）スポーツを通じた共生社会等の実現 （３）スポーツを通じた国際交流・協力

　　① 障害者スポーツの振興等 ３．スポーツに「誰もがアクセス」できる。

　　② スポーツを通じた健康増進 （１）地域において、住民の誰もが気軽にスポーツに親しめる「場づ

　　③ スポーツを通じた女性の活躍促進    くり」等の機会の提供

（２）スポーツを通じた経済・地域の活性化 （２）アスリート育成パスウェイの構築及びスポーツ医・科学、情報等

　　① スポーツの成長産業化    による支援の充実

　　② スポーツを通じた地域活性化 （３）本人が望まない理由でスポーツを途中で諦めることがないような

（３）スポーツを通じた国際社会の調和ある発展    継続的なアクセスの確保

国　スポーツ基本計画の推移
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第２期スポーツ基本計画 第3期スポーツ基本計画
計画期間　（Ｈ２９年度～Ｈ３３年度） 計画期間　（R4年度～R8年度）

国　スポーツ基本計画の推移

第３章　今後５年間に総合的かつ計画的に取り組む施策

３ 国際競技力の向上に向けた強力で持続可能な人材育成や環境整備 １ 多様な主体におけるスポーツの機会創出

　（１） 中長期の強化戦略に基づく競技力強化を支援するシステムの （１）広く国民一般に向けたスポーツを実施する機会の創出

　　　 確立 （２）学校や地域における子供・若者のスポーツ機会の充実と体力の向上

　（２） 次世代アスリートを発掘・育成する戦略的な体制等の構築 （３）女性、障害者、働く世代・子育て世代のスポーツ実施率の向上

　（３） スポーツ医・科学、技術開発、情報等による多面的で高度な （４）大学スポーツ振興

           支援の充実 ２　スポーツ界におけるＤＸの推進

　（４） トップアスリート等のニーズに対応できる拠点の充実 （１）先進技術・ビッグデータを活用したスポーツ実施の在り方の拡大

４ クリーンでフェアなスポーツの推進によるスポーツの価値の向上 （２）デジタル技術を活用した新たなビジネスモデルの創出

　（１） コンプライアンスの徹底、スポーツ団体のガバナンスの強化 ３　国際競技力の向上

　　　及びスポーツ仲裁等の推進 （１）中長期の強化戦略に基づく競技力向上を支援するシステムの確立

　（２） ドーピング防止活動の推進 （２）アスリート育成パスウェイの構築

（３）スポーツ医・科学、情報等による多面的で高度な支援の充実

第４章　 施策の総合的かつ計画的な推進のために必要な事項 （４）地域における競技力向上を支える体制の構築

　・計画の広報活動の推進。ＳＮＳをはじめ多様なメディアを活用し国民 ４ スポーツの国際交流・協力

    に直接発信 （１）国際スポーツ界への意思決定への参画

　・大きな潜在力にふさわしいスポーツ関連予算の更なる強化はスポーツ （２）スポーツ産業の国際展開

   関係者の総意 （３）スポーツを通じた国際交流・協力の促進

　・予算の効率的・効果的な活用と、スポーツ団体等における公的資金の （４）国際競技大会の招致・開催に対する支援

    適正使用を徹底 （５）オリ・パラ教育の知見・経験等をいかした教育活動の展開

　・スポーツ振興投票制度（toto）等を活用、スポーツに対する寄附や ５　スポーツによる健康増進

    投資を活性化 （１）健康増進に資するスポーツに関する研究の充実・調査研究成果の

　・計画の進捗状況をスポーツ審議会等において定期的に検証。検証プロ    利用促進

　セスを公開し、検証結果を次期スポーツ基本計画の策定における改善 （２）医療・介護、民間事業者・保険者との連携を含む、スポーツによる

   に反映    健康増進の促進

６　スポーツの成長産業化

７　スポーツによる地方創生、まちづくり

（１）スポーツによる地方創生、まちづくり

（２）周辺地域の整備と調和のとれた国立スポーツ施設の民間事業化の

   推進

８　スポーツを通じた共生社会の実現

（１）障害者スポーツの推進

（２）スポーツを通じた女性の活躍促進

９　担い手となるスポーツ団体のガバナンス改革・経営力強化

１０　スポーツの推進に不可欠な「ハード」「ソフト」「人材」

（１）地域において、住民の誰もが気軽にスポーツに親しめる「場づ

   くり」の実現

（２）地域のスポーツ環境の構築

（３）スポーツに関わる人材の育成と活躍の場の確保

１１　スポーツを実施する者の安全・安心の確保

（１）スポーツ指導における暴力・虐待等の根絶

（２）アスリートに対する誹謗中傷・写真や動画による性的ハラスメント

   の防止

（３）スポーツ事故・スポーツ障害の防止

１２　スポーツ・インテグリティの確保

（１）スポーツ団体のガバナンス強化・コンプライアンスの徹底

（２）紛争解決制度の整備

（３）ドーピング防止活動の推進

第４章　 施策の総合的かつ計画的な推進のために必要な事項

１　第３期計画における取組・施策の実効性を高めるためのＥＢＰＭの

   推進

２　第３期計画の広報活動の推進

３　第３期計画実施のための財源の確保と効率的・効果的な活用

４　第３期計画を支える様々な主体に期待される役割とそれに対する支援
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施策項目 施策項目

３ スポーツに親しむ場の確保

４ スポーツをみる・ささえる応援文化の構築

１ スポーツによる地域の活性化

【基本方針】
○ 北海道らしく、スポーツを「する」「みる」「ささえる」
○ スポーツの価値で、北海道に好循環（ひと、もの、げん
き）を生み出す
○ スポーツで北海道と世界をむすぶ
○ 東京2020 オリパラの好機をつかみ、「その先の、道
へ。」つなぐ

○令和２（２０２０）年に入り、世界的な規模で新型コロナ
ウイルス感染症の拡大が急速に進み、様々なスポーツ活
動は中止・延期を余儀なくされ、スポーツに親しむ機会が
失われました。
○しかし、本道のスポーツ関係者は、こうした状況を打開
すべく、感染症対策を徹底しながら、人々や社会を勇気
づける取組、日常を取り戻す取組を続けてきました。
○このような中、東京オリパラ大会や、翌年に開催され
た北京冬季オリパラ大会では、世界中から集まったトッ
プアスリートによる熱戦と、本道ゆかりの選手が活躍す
る様子が報じられ、道民に夢と感動、そして未来への希
望を与えるとともに、スポーツへの関心を高めました。
○また、北海道を本拠地として誕生したプロスポーツ
チームは地域に根差し、地域とともに歩み、子どもから高
齢者まで幅広い世代が試合を観戦し、ボランティアとし
てチームを支えるなど、応援の輪が広がっています。
○一方で、北海道の総人口は、平成９（１９９７）年をピー
クとして減少に転じ、少子・高齢化が進展しており、これ
に伴い、スポーツ関係者も減少し、将来的に、本道のス
ポーツ参画人口の減少や競技水準の低下などが懸念さ
れます。
○加えて、国では、学校の働き方改革として、学校運動部
活動から地域スポーツ活動への移行に関する検討が進
められており、今後、本道の未来を担う子ども達が、ス
ポーツに継続して親しむことができる機会・環境の維持・
確保が大きな課題となっています。

第３章 ５つの柱の具体的方策

１ 様々な世代のライフステージに応じたスポーツ活動の
推進

柱１ スポーツで変わる北海道民

柱２ スポーツで変える地域・経済・共生社会

【スポーツの意義と役割】
○スポーツを「する」ことで、体を楽しさや喜び、健康増
進や生きがいをもたらし、「みる」ことで、選手の活躍す
る姿を通して感動と応援する楽しさ、さらには、活力を
人々に与え、
「ささえる」ことで、スポーツをする人と共に喜びや達成
感、地域への一体感を醸成し、「しる」ことでスポーツの
様々な効果への理解と、意欲や自主性を育みます。
○このスポーツとの「する」、「みる」、「ささえる」、「しる」
といった多様なかかわり方を通じて、これらが相互に「つ
ながる」ことにより好循環が生まれ、さらには、人と人と
のつながりを深めることができます。
○このようなスポーツの持つ力を最大限に活用し、あら
ゆる場面において、生涯にわたり、誰もが、それぞれの体
力や年齢、性別、障がいの有無にかかわらず、目的に応
じスポーツに親しみ、ひいては社会に参画することがで
きる環境づくりを促進していくことが重要です。

第２章 　めざす姿と基本方針、５つの柱 第２章 　めざす姿と基本方針

１ スポーツを取り巻く背景と基本方針 １ スポーツを取り巻く環境

【背景】
○ラグビーワールドカップ2019 や東京2020 オリパ
ラなどのスポーツのビッグイベント開催を契機に、スポー
ツを取り巻く情勢やスポーツの価値も変化してきていま
す。
○東京2020 オリパラは、平成32 年度に開催され、本
道においても、大会の成功に向けて、「オリンピック・パラ
リンピックムーブメント」をしっかりと捉え、大会後には、
活力ある「スポーツ王国北海道」や共生社会の実現など、
北海道らしいレガシーの創出をめざします。

２ 計画策定における５つの柱

基本理念　　　　　　スポーツ王国北海道
　　　　　～「スポーツの風」で未来をひらく～

基本理念　　　　　　未定

基本目標１～５ 基本目標１～５

基本方向 基本方向

・柱１ スポーツで変わる北海道民
・柱２ スポーツで変える地域・経済・共生社会
・柱３ 「どさんこ選手」の国際競技力の向上
・柱４ スポーツを通じた人づくり
・柱５ 東京2020 オリパラの開催、札幌冬季オリパラに
よる北海道レガシーの創出

２ 幼少期からのスポーツ機会の充実と子どもの体力向
上

３ めざす姿

スポーツの主役は道民であり、スポーツを実際に「す
る」、競技大会やプロスポーツを「みる」、ボランティアや
サポーターとしてスポーツを「ささえる」、スポーツ参画
人口の拡大を図ります。

２ 基本方針

北海道　スポーツ推進計画の推移

第２期北海道スポーツ推進計画 第３期北海道スポーツ推進計画（素案）

計画期間　平成３０年度～平成３４年度 計画期間　令和５年度～令和９年度
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施策項目 施策項目

基本理念　　　　　　スポーツ王国北海道
　　　　　～「スポーツの風」で未来をひらく～

基本理念　　　　　　未定

基本目標１～５ 基本目標１～５

基本方向 基本方向

北海道　スポーツ推進計画の推移

第２期北海道スポーツ推進計画 第３期北海道スポーツ推進計画（素案）

計画期間　平成３０年度～平成３４年度 計画期間　令和５年度～令和９年度

２ スポーツの成長産業化

１ 競技力向上に向けたアスリート強化、指導者の充実

２ 世界に羽ばたく次世代アスリートの発掘・育成

４ ウィンタースポーツの競技力向上

１ スポーツによる人間力の形成

２ スポーツ人材の働く環境づくり

３ スポーツボランティアの普及促進

４ 大学との連携によるスポーツ人材の養成

１ 東京2020 オリパラ開催による好機の活用

２ 札幌冬季オリンピック・パラリンピック競技大会の機運
醸成

１ 様々な世代のライフステージに応じたスポーツ活動の
推進
２ 子どもの心身の健全な発達と体力向上のためのスポーツの
機会の充実

３ スポーツに親しむ環境の充実

４ スポーツの観戦・応援の気運の醸成

１ 北海道ならではの特色を生かしたスポーツによる地域
活性化

２ スポーツの成長産業化

3 スポーツでつくる優しい共生社会

１ 競技力向上に向けたどさんこ選手の強化と指導者の
充実
２ 世界に羽ばたく次世代アスリートのすそ野拡大と発
掘・育成

３ 地域間・国際交流機会の拡大による競技力の向上

４ ウィンタースポーツの振興と競技力向上

１ スポーツの安全・安心の確保

２ スポーツボランティアの育成

３ アスリートのセカンドキャリアの形成

３ どさんこ選手の国際競技力の維持・向上

３ 国内外からのスポーツ合宿の誘致促進や海外アスリー
トとの交流機会の拡大

柱４ スポーツを通じた人づくり

柱３ 「どさんこ選手」の国際競技力の向上

４ スポーツの安全・安心の確保とささえる環境づくり

５ オリンピック・パラリンピック競技大会のスポーツ・レガ
シーの継承・発展

３　めざす姿

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のためのスポー
ツ活動の制限や、少子高齢化の進展などによる将来のス
ポーツ参画人口の減少への懸念など、スポーツを取り巻
く環境や社会状況が大きく変動していく中にあって、「ス
ポーツの持つ力」を最大限活用し、「北海道の潜在力」を
発揮しながら、スポーツを通じた将来にわたる持続可能
な社会の実現に寄与していくことをめざします。

１　スポーツ参画人口の拡大とライフステージに応じたスポーツの
あるくらしの充実

２ 北海道ならではの特色を生かしたスポーツによる地域活性化と
共生社会の実現

柱５ 東京2020 オリパラの開催、札幌冬季オリパラによる
北海道レガシーの創出

第３章 今後５年間に総合的かつ計画的に取り組む施策

【基本方針】
○ スポーツ参画人口の拡大とライフステージに応じたス
ポーツのあるくらしの充実
○ 北海道ならではの特色を生かしたスポーツによる地
域活性化と共生社会の実現
○ どさんこ選手の国際競技力の維持・向上
○ スポーツの安全・安心の確保とささえる環境づくり
○オリンピック・パラリンピック競技大会のスポーツ・レガ
シーの継承・発展
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令和３年度江別市青少年スポーツ賞・スポーツ奨励賞・教育委員会賞について 

青少年文化賞・スポーツ賞等候補者選考項目基準 

 

 区   分 文化賞・スポーツ賞 文 化 奨 励 賞 

スポーツ奨励賞 

教育委員会賞 

（文化・スポーツ） 

 

成 績 関 係  基本的には結果主義 

 （成績主義）。 

 結果とともに、今後の活躍に対する期待も 

 含む。 

 成  績 ・全国大会で３位以内 

・通算２年以上入賞 

・全国記録の更新 

・前各号に相当する場 

 合 

・全道規模の大会で優勝 

・全道記録の更新 

・前各号に相当する場合 

 全道規模の大会等 で２

位・３位 

３位規定  複数３位も対象  ・・・・・・・・・・  複数３位も対象 

入賞定義 各大会の入賞取扱基

準尊重 

（賞状等が出ている） 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

競技会内容  最高賞であるので、 

 レベル、参加数等を 

 吟味する。 

 レベル、参加数については、推薦団体の判断に 

よる。 

推 薦 主 義  学校推薦（市内小学校～大学）、所属団体等推薦（文化協会、体育協会 

等）、教育委員会推薦（所属団体等が無い場合） 

受賞者決定  庁議の意見を聴いて 

 市長が決定する。 

 市長が決定する。  教育長が決定する。 

年齢等要件  小学生以上１９歳未満（大学、短大、専門学校等

の１８歳は除く） 

 ※文化賞は２４歳まで 

 

 小学生・中学生 

※文化部門は、高校生 

まで 

団体と個人  団体の成績による個人表彰は行わない。（通算年度事例等） 

 ※団体は、あくまでも団体表彰のみで、所属する個人は表彰の対象とし 

   ない。 

 ※但し、個人の能力により国体等で北海道選抜チーム等に選出された場 

   合で、該当する成績を収めた場合は対象とする。 

対 象 期 間  原則、１月１日～１２月３１日（通算の場合は前３年まで） 

※なお、推薦期限までに対象となり得る事績があった場合については、相談に応

ずるものとする。 

表 彰 日 程  毎年２月に表彰する。（事情によっては随時表彰する） 

共 通 要 件  1)江別市に在住する者。 

 2)江別市に通学、通勤で、江別市に主たる活動場所を有する者。 

 3)江別市に在住又は通勤、通学する者で構成され、江別市内に主たる 

  活動場所を有する団体等。 
   4)個人にあっては、同一部門の再表彰は行わない。  
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区分 № 受賞者氏名 学校学年 ジャンル
事　績　の　内　容
＜　＞は開催地

成　績

1
髙橋
たかはし

　絆心
きづな

＜スノーボード＞
江別第二中学校3年 スノーボード

2022 TOYO TIRES FREERIDE MAIKO
FJT1
U18 SNOWBOARD WOMEN
＜新潟県＞

第１位

2
川島　晴登
かわしま はると

＜ダブルダッチ＞
大麻中学校1年 ダブルダッチ

U-15 1on1 DOUBLE DUTCH BATTLE
freely2022
JAPAN FINAL
＜埼玉県＞

準優勝

団
　
体

1 ソフトテニス

令和4年度全国高等学校総合体育大会ソフトテニ
ス競技大会
令和4年度全日本高等学校ソフトテニス選手権大
会　男子団体戦
＜愛媛県＞

第３位

区分 № 受賞者氏名 学校学年 ジャンル
事　績　の　内　容
＜　＞は開催地

成　績

1 山田
やまだ

　桜
さ

生
き

とわの森三愛高等学校3年 バドミントン

令和4年度全道高等学校体育大会第74回北海道
高等学校バドミントン選手権大会　個人対抗女子
ダブルス
＜釧路市＞

優勝

2 後藤
ご と う

　李々子
り り こ

とわの森三愛高等学校3年 バドミントン

第54回北海道高等学校新人バドミントン大会兼
第50回全国高等学校選抜バドミントン大会南北
海道予選会　女子ダブルス
＜函館市＞

優勝

3 山家
や まや

　くるみ とわの森三愛高等学校2年 バドミントン

令和4年度全道高等学校体育大会第74回北海道
高等学校バドミントン選手権大会　個人対抗女子
ダブルス
＜釧路市＞

優勝

4 橋本
はしもと

　大輔
だいすけ

とわの森三愛高等学校2年 体　操

第37回北海道高等学校体操競技・新体操新人大
会兼令和4年度全国高等学校体操競技・新体操選
抜大会北海道予選会　体操競技男子一部　個人総
合
＜江別市＞

第１位

5 髙松
たかまつ

　杏
こ

羽
はね

大麻中学校3年 陸　上
第24回北海道ジュニア陸上競技選手権大会
女子走高跳
＜千歳市＞

優勝

6 大塚
おおつか

　しほり 大麻泉小学校4年 ソフトテニス

第19回北海道小学生秋季ソフトテニス選手権大
会兼第22回全国小学生ソフトテニス大会予選会
4年生以下女子の部
＜苫小牧市＞

優勝

1 バドミントン

令和4年度全道高等学校体育大会第74回北海道
高等学校バドミントン選手権大会　学校対抗女子
団体
＜釧路市＞

優勝

2 ソフトテニス

2021年度第51回北海道高等学校新人戦ソフト
テニス選手権大会兼第47回全日本高等学校選抜
ソフトテニス大会北海道予選会　女子団体
＜札幌市＞

優勝

3
体　操

令和4年度全道高等学校体育大会第75回北海道
高等学校体操競技・新体操選手権大会北海道予選
体操競技一部女子　団体総合
＜江別市＞

第１位

4 ソフトボール

第58回北海道ソフトボール選手権大会兼第41回
北海道高等学校ソフトボール大会兼第41回全国
高等学校ソフトボール選抜大会北海道予選会
＜石狩市＞

第１位

5 ラグビーフットボール

令和4年度全道高等学校体育大会第75回北海道
高等学校ラグビーフットボール南・北選手権大会
兼第102回全国高等学校ラグビーフットボール大
会北海道予選会
＜旭川市＞

優勝

令和４年度江別市青少年スポーツ賞受賞者一覧（３件：２個人、１団体）
対象：全国規模のスポーツ大会などで3位以内または通算2年以上入賞、全国記録の更新

令和４年度青少年スポーツ賞・スポーツ奨励賞・教育委員会賞について

個
 

人

酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校
ソフトボール部

酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校
男子ソフトテニス部

令和４年度江別市青少年スポーツ奨励賞受賞者一覧（１９件：６個人、１３団体）
対象：全道規模のスポーツ大会などで優勝、全道記録の更新

個
 

人

団
　
体

酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校
バドミントン部

酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校
女子ソフトテニス部

酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校
体操競技部　女子

立命館慶祥高等学校　ラグビー部
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区分 № ジャンル
事　績　の　内　容
＜　＞は開催地

成　績

6 ラグビーフットボール
第41回北海道ラグビーフットボール中学校大会
＜江別市＞

優勝

7 卓　球
第38回道新杯北海道中学選抜卓球大会　女子団
体
＜札幌市＞

優勝

8 ドッジボール
北海道ドッジボール選手権大会2022
小学生高学年部門　ファイターの部
＜江別市＞

優勝

9 ドッジボール
第31回春の全国小学生ドッジボール選手権全国
予選北海道大会　全国予選部門
＜江別市＞

優勝

10 ドッジボール

北海道ドッジボール選手権大会2022
小学生低学年部門
＜江別市＞

優勝

11 サッカー
第19回岩内町長杯全道少年U-10サッカー南北
海道大会
＜岩内町＞

優勝

12 体　操
第45回北海道ジュニア体操競技選手権大会
体操競技女子団体Cクラス
＜旭川市＞

第１位

13 新体操
第45回北海道ジュニア新体操選手権大会
新体操男子団体
＜釧路市＞

第１位

北翔大学スポルクラブ

北海道新体操クラブ江別

団
　
体

立命館慶祥中学校　ラグビー部

江別市立中央中学校　女子卓球部

江東ベルファスト

元江別レッド・ソルジャー

ＬＩＴＴＬＥ
リ ト ル

　ＳＯＮＩＣ
ソ ニ ッ ク

上江別Ｊｒ．ＦＣサッカースポーツ少年団

受賞者団体名
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区分 № 受賞者氏名 学校学年 ジャンル
事　績　の　内　容
＜　＞は開催地

成　績

1 篠原
しのはら

　泉
みず

輝
き

大麻東中学校2年 バドミントン

第41回全日本ジュニアバドミントン選手権大会
ジュニア新人の部南北北海道予選会
南北海道男子シングルス
＜函館市＞

準優勝

2 豊田
とよた

　奏
そ

空
ら

東野幌小学校5年 バドミントン
なの花薬局カップ第41回北海道小学生バドミン
トン大会　5年生以下女子ダブルス
＜札幌市＞

準優勝

3 大竹
おおたけ

　結
ゆい

羽
は

文京台小学校5年 バドミントン
なの花薬局カップ第41回北海道小学生バドミン
トン大会　5年生以下女子ダブルス
＜札幌市＞

準優勝

4 針ヶ谷
は り が や

　悠介
ゆうすけ

東野幌小学校5年 バドミントン
なの花薬局カップ第41回北海道小学生バドミン
トン大会　5年生以下男子ダブルス
＜札幌市＞

第３位

5 小野沢
お の ざ わ

　龍
りゅう

紅
　く

大麻泉小学校5年 バドミントン
なの花薬局カップ第41回北海道小学生バドミン
トン大会　5年生以下男子ダブルス
＜札幌市＞

第３位

6 美
み

ノ
の

谷
や

　佳
か

鈴
りん

江別第一中学校2年 スキージャンプ
令和3年度北海道中学校体育大会第54回北海道
中学校スキー大会　スペシャルジャンプ競技
＜士別市＞

第３位

7 春田
はるた

　陸玖
り く

中央中学校2年 陸上
第29回北海道中学校新人陸上競技大会　男子走
幅跳
＜函館市＞

第２位

8 若宮
わかみや

　伯
は

空
く

大麻東小学校5年 新体操
第29回北海道新体操大会　新体操小学男子一種
目の部
＜江別市＞

第２位

9 田中
たなか

　昇
のり

国
くに

中央小学校5年 新体操
第45回北海道ジュニア新体操選手権大会
新体操男子Bクラス個人総合
＜釧路市＞

第２位

10 木村
きむら

　咲
さ

絢
あや

東野幌小学校5年 ソフトテニス

第19回北海道小学生秋季ソフトテニス選手権大
会兼第22回全国小学生ソフトテニス大会予選会
5年生女子の部
＜苫小牧市＞

第３位

11 嶋田
しまだ

　葵
あおい

いずみ野小学校4年 ソフトテニス

第19回北海道小学生秋季ソフトテニス選手権大
会兼第22回全国小学生ソフトテニス大会予選会
4年生以下女子の部
＜苫小牧市＞

第３位

12 菊地
きくち

　悠
はる

陽
ひ

文京台小学校5年 ダブルダッチ

U-15 1on1 DOUBLE DUTCH BATTLE
freely2022
NORTH ROUND アドバンス部門
＜札幌市＞

第３位

13 杉山
すぎやま

　碧
かい

飛
と

対雁小学校3年 少林寺拳法

第42回少林寺拳法北海道大会2022年少林寺
拳法全国大会in大阪　北海道地区選考会　規定単
独演武
小学生6級～4級の部
＜千歳市＞

優秀賞
(第２位)

1 ソフトテニス
令和4年度北海道中学校体育大会第43回北海道
中学校ソフトテニス大会　女子団体
＜北見市＞

第３位

2 バドミントン
令和4年度北海道中学校体育大会第53回北海道
中学校バドミントン大会　女子団体
＜旭川市＞

第３位

3 バレーボール
令和4年度北海道中学校体育大会第52回北海道
中学校バレーボール大会
＜伊達市＞

第３位

4 バレーボール
令和4年度北海道中学校体育大会第52回北海道
中学校バレーボール大会
＜伊達市＞

第３位

5 バレーボール

第42回全日本バレーボール小学生大会南北海道
大会
男子の部
＜小樽市＞

準優勝

団
　
体

江別市立中央中学校　男子バレーボール部

江別市立中央中学校　女子バレーボール部

江別中央ジュニアバレーボールスポーツ少年団「江
別中央ガッツ」

令和４年度江別市教育委員会賞（スポーツ）受賞者一覧（２４件：１３個人、１１団体）
対象：全道規模のスポーツ大会などで2位・3位

江別市立江別第一中学校　女子ソフトテニス部

江別市立中央中学校　女子バドミントン部

個
　
人

13



区分 № ジャンル
事　績　の　内　容
＜　＞は開催地

成　績

6 バレーボール

第42回全日本バレーボール小学生大会南北海道
大会
女子の部
＜小樽市＞

準優勝

7 ドッジボール
北海道ドッジボール選手権大会2022
小学生高学年部門　ファイターの部
＜江別市＞

準優勝

8 ドッジボール

北海道ドッジボール選手権大会2022
小学生高学年部門　ファイターの部
＜江別市＞

第３位

9 新体操

第61回北海道新体操選手権大会
新体操女子団体　ジュニアの部
＜江別市＞

第２位

10 新体操

第29回北海道新体操大会　新体操女子　団体徒
手
小・中学生の部
＜江別市＞

第３位

11 バスケットボール

第48回北海道ミニバスケットボール大会兼第54
回全国ミニバスケットボール北海道予選会　男子
の部
＜江別市＞

第３位

江別中央ジュニアバレーボールスポーツ少年団
「江別中央ジャンプ」

神風クレインズ

受賞者団体名

団
　
体

江別バスケットボールスポーツ少年団

ＳＯＮＩＣ
ソ ニ ッ ク

Sieg　R.G
ジーク　  アールジー

クラブ

Sieg　R.G
ジーク　  アールジー

クラブ　Ｄチーム
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担当部署 事務事業名 主な内容
令和４年度
当初予算額

令和５年度
当初予算（案）

学校プール開放事業 夏休み期間中、小学校プールを児童に開放 3,643 3,913

学校体育館土曜開放事業 学校休業日の土曜日、小学校体育館を地域の児童に開放 1,165 1,160

社会人体育団体学校開放事業 学校体育館・グラウンドの開放 263 263

体育施設整備更新事業 体育施設の維持補修 7,036 7,100

市民体育館改修整備事業 市民体育館給水設備改修工事、柔剣道室床改修工事 54,000 12,600

屋外体育施設管理運営事業 特設スケートリンクの管理経費 4,776 4,872

屋内体育施設管理運営事業
市民体育館、大麻体育館、青年センター、東野幌体育館指
定管理料

209,718 213,149

スポーツ少年団補助金 スポーツ少年団の事業に対する補助 1,815 1,895

あけぼのパークゴルフ場管理運
営事業

あけぼのパークゴルフ場指定管理料 12,228 14,869

江別市スポーツ協会補助金 江別市スポーツ協会の事業に対する補助 1,462 1,562

森林キャンプ場管理運営事業 森林キャンプ場指定管理料 7,782 7,652

地域スポーツ活動活性化促進事
業

スポーツ推進委員が行う地域への軽スポーツ出前講座 269 226

スポーツ大会等振興補助事業 各スポーツ大会開催等スポーツ振興事業補助 40,842 40,989

スポーツ合宿誘致推進事業
道外からのスポーツ合宿団体に対する送迎サービス、特
産品提供、野幌総合運動公園等の施設使用料補助などの
支援

2,491 860

特別支援学校フットサル大会開
催支援事業

道内及び道外・海外の特別支援学校が参加するフットサ
ル大会の支援

737 380

ス
ポ
ー

ツ
課

（
高
校
総
体

推
進
担
当

）

高校総体北海道大会開催事業
令和５年度全国高校総体における江別市開催競技の準備
と大会運営に係る経費

2,081 34,238

令和５年度スポーツ関係予算（案）主要事業について
(千円）

ス
ポ
ー
ツ
課
　
ス
ポ
ー
ツ
係

ス
ポ
ー
ツ
課

（
合
宿
誘
致
・

ス
ポ
ー
ツ
交
流

事
業
担
当

）
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